
カーボンニュートラルと、 

プラスチックへの新ニーズとチャンス 

 

プラスチックをめぐる市場が激変しつつある。 

ヨーロッパでプラスチック税がスタート、近づくプラスチック資源循環促進法の施行、マスバランスによるバイオマ

ス認証エンプラの登場、新しいケミカルリサイクル技術の開発・・・。 

市場は大きくカーボンニュートラルへと、舵をとり始めました。カーボンニュートラル時代に入り、サーキュラー

エコノミーも変わり始めました。この動きに取り残されるわけにはいきません。 

そこで、カワサキテクノリサーチは、カーボンニュートラルに狙いを絞り、プラスチック業界と化学業界の方のお

役に立てる企画を立ち上げました。最新の情報を解析、整理して、頭にすっと入りやすくまとめました。 

 

（編集長談） 

この資料集は、忙しい方、環境問題が専門ではない方にこそ、お届けしたい。 

だから、「わかりやすく」を第一としました。 

加えて、ぜひ社内で活用していただきたい。だから、取材で集めた情報を少しでも文字で発表されてい

ないかチェックし、されているものは引用先を明記しました。もっと詳しく勉強したい方が引用先を参照でき

るようにしました。 

このレポートは、きっとご期待に応えられると思います。 
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「資料集」とは弊社の技術スタッフ、市場ウォッチャーがこれまで 社内に蓄積した情報をベースに解析・まと

めたものです。既に弊社が蓄積したデータベースを特別に放出し、新規の取材を最小限にとどめることによ

り、迅速に、しかも手が届きやすい価格で、お客様にお届けできます。 

弊社では個別の「調査」を承っており、この「資料集」により、より深掘りしたい分野が明確になれば、個別の

「調査」のご相談にも応じます。また、これとは別に「マルチクライアント調査」を行うことがあります。 


